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序文
ジョン・カーニー

2003 年度カード ・ カレッジ卒業式 式辞

私たちは生涯にわたり、 沢山の授業を受けています。 その範囲は、 まっすぐ立って歩くといっ

た最も基本的な授業から、 人間関係 ・ 経済 ・ 自己啓発の問題といった、 より複雑なものにまで

及びます。 その道のどこかでは、 私たちはカード ・ トリックのように何か平凡なものを学びたくなる

ことさえあるかもしれません。 私のアドバイスはそれら全ての趣味に通用するものでしょう。

1. 教師は賢く選ぶこと。 偶然出会った最初の “師匠” を神格化するのは愚かというものです。 今

までに一度も火を見たことがない人生を想像してください。 そして初めてマッチに火を点してみ

せた人を崇拝するところを想像するのです！　おそらく、 私たちが引き継げるものの限界はその

秘密と同じ程度にとどまることでしょう。 様々な様式や手段を学び、 異なる視点を重視し、 情報

に基づいた選択を自身で下すことが、 私たちに最善をもたらしてくれるのです。 最も良い教師

とは生徒です。 ある者は答えを探し続け、 ある者はノートを取り、 実験をして、 他の誰も思い付

かないような質問を投げかけてくるのです。

2. 自分は生徒であるという気持ちでいること。 ただ漫然と座して、 教師や “指導してくれる” よう

な本に期待していてはいけません。 質問をして、 検証をして、 ノートを取って学ぶことを義務に

しなければなりません。 私たちは自分自身に挑戦して、自らの宿題をこなさなければなりません。

問題を見つけ出し、 欠点を取り除き、 最も洗練された結果のみを残すのが真の生徒なのです。

3. 多くの失敗をする自分を許すこと——一旦は。 完璧というのは無理がある目標です。 それよりも

着実な向上のために懸命に努力するべきです。 昨日よりも少しでも良くなるように、 完璧という

目標に向けて日々少しずつ進んでいくのです。 完璧と呼べる場所へたどり着く事は決してない

でしょうが、 ひたむきな努力によってその甘い香りを嗅げる場所までは近づくことができるかもし

れません。 芸術の女神を信じる勇気も得られ、 自らの些細な事柄が私たちの行動の全てに影

響を及ぼすはずです。 芸術の要素とは細部にあります。 それらもまた、 私たちの興味や好奇

心を維持し続けるものなのです。
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4. 忍耐強くあること。 時間を掛けず、 試行錯誤も無い学習には何の意味もありません。 理解度と

は少しずつ増していくものです。 言語における複雑かつ繊細な理解力を例に取ると、 私たちは

まずアルファベットを学び、 次に単語、 文、 そして段落へと進んでいきます。 単語の選び方、

順序、 語形変化によって組まれる文脈によって、 意味がどのように変わるのかを学びます。 つ

いには、 複雑で抽象的な概念を受け取ったり、 やりとりする方法をも学びます。 それは、 シェ

イクスピアによるソネットにうたわれた愛や、 スタインベックの小説に登場する人間の条件にまつ

わる悲劇、 エルヴィス ・ コステロの歌詞から漂う生々しいエネルギーなどです。 これらの鮮やか

でユニークな表現は、 理解力の増加と多大な努力無しには創られ得なかったでしょう。

母乳のように溢れる技術や知識とともに、 全ての物事を自分の物にしなければならないと思い

込んでしまうのが私たちの未熟な点です。 初めの数日、 数週、 数ヶ月では物にならなかったとい

うだけで、 それは私たちに能力が無いことを意味するものではありません。 更に頑張るべきだとい

うだけなのです。

良い報せがあります。 あなたは私の良き友人であるロベルト ・ ジョビーという、 最高のクオリティ

の体現者と出会えた、 ということです。 彼の幅広い知識と行き届いた注意に裏打ちされた総体的

な学習法は、 素晴らしいカード ・ マジックに関する創作と演技の唯一にして最良の手助けとなっ

てくれます。 これまでのカード ・ カレッジで紹介されている授業を注意深く学んだ生徒は皆、 達

人の卵として本学を卒業することはまず間違いないでしょう。

2001 年 2 月　スタジオシティにて
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イントロダクション

この類の本を読む人々は皆、 どうにかしてマジックが上達したいと望んでいるのだと思う。 もち

ろん私自身も例外ではない。 バーゼル大学でフランス語学やフランス文学を学んでいた時のこと

を思い出す。 教授はいつもこう言っていた。 「フランス語の語学力を上達させたいなら、 フランス

語で物事を教えられるようになりなさい」

今、私は 1 冊の本を執筆している。 これが初めての本ではないし、出版しているものは、マジッ

クの授業とも呼ばれるようなものである。 そして執筆をすることで、 “私自身が” マジックについて

の勉強をしているのである。 なぜなら、 人に教えられるようになる前に、 まず自分自身がマジック

について理解をしなくてはならないからだ。

私は、 私達がどのようにして物事を学んでいくかについて研究したことがある。 その結果、 常

に質が第一で、 次に量だということが判った。 決して逆ではない。 これは何を意味するのだろう？

　例えば、 レストランがたった 1 軒しかない小さな村に住んでいると想像してほしい。 しかも、 どん

な理由かはさておき、 週に 5 日はそのレストランで食事をしなくてはならない。 そこのコックは料

理が下手な上に、たった 5 種類しかレシピを知らない。 あるとき突然、彼の目の前に妖精が現れ、

そして次に挙げる 2 つの願いのうち 1 つを叶えるという。 「メニューがよりバラエティー豊かになる

ように、 新たに 50 種類のレシピを覚えることができるようにしてあげよう。 でも、 料理の腕前は今

までと同じく下手なままだ。 あるいは世界最高の調理技術と知識を与えてあげることもできる。 そう

すれば、今知っている 5 種類のレシピに関しては誰よりも上手く作れるようになる。さあ、どうする？」

あなたがどちらを選ぶか聞くことはしないが、“私の”選択ははっきりしている。 後者を選ぶだろう。

なぜなら、 素晴らしい技術と知識が一度手に入ってしまえば、 あとは数冊の料理本を買ってきて、

本に載っている料理をその技術を用いて作ればいいだけだからだ。 そうすれば、 料理の腕前と

レシピの量という、 両方の願いを共に叶えることができるだろう。 しかし、 逆を選択してしまえばそ

うはいかない。 50 種類のレシピを知ったところで、 それらを上手く作るためのスキルが付いてくる

わけではないからだ。

読者の中に “料理が下手なコック” がいる、 ということを言っているわけではない。 これは単に
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たとえ話として持ち出しただけであり、 本書や他の 『カード ・ カレッジ』 シリーズでは、 技法や現

象、 面白い言い回しについてより多く学ぶことを主眼に置いているのではない、 ということを言い

たかったのである。 もちろん、 この本でも数多くの技法や現象や面白い言い回しについて目にす

るだろう——まさにそのための章も設けてある——が、 本書や他のシリーズを執筆した主な理由、 そ

れは素晴らしいカード ・ マジックを作り上げる基本的な概念について議論し、 そして実践するた

めなのだ。 私はこれらの要素を構造化し、 第 4 巻の最後に収録したマジック ・ ピラミッドというエッ

セイの中で体系化を試みた。 ためらわずにもう一度その部分を読んでみてほしい。 その内容が、

この本の中で議論しようとしている事柄の参考となるからだ。

先の 4 冊の 『カード ・ カレッジ』 では、 ヒューガードとブラウエが著した大変影響力のある書籍

である 『Royal Road to Card Magic』 の方法を採用した。 そして更に近年の学習方法も採用し、

拡張した。 しかし、 まず技法のセクションがあり、 それに続いてその技法を使った現象のセクショ

ンがある、 というフォーマットには欠点がある。 その手前までに学んだ材料しか使わないことで、

たとえ素晴らしい現象であっても、 ときに捻じ曲げられたり、 無理な改変がなされたりする。 ある

現象を第 1 巻に載せる場合には、 第 1 巻で学んだものしか使うことを許されないのだ。 パケット ・

スイッチがその現象における最善の方法だとしても、 その技法の解説は第 4 巻まで登場しないの

である。

幸運にも、 このジレンマを感じ取られたり批判を頂戴したりしたことはほとんど無いが、 これを解

消することを、 『カード ・ カレッジ　第 5 巻』 のレゾンデートル （raison d'etre ： 存在理由） とした。

本書は各種の材料——ほとんどは私のレパートリーである——をひとまとめにしたものである。 それ

ぞれの現象や手順は、 最も直接的で洗練されていると私が思う手法を用いている。 難しさの度合

いは考えず、 かつ教えるためだからという理由での制約も取り払った。 なぜなら、 それらに関す

る全ての手段や考え方は既に先の 4 冊の 『カード・カレッジ』 に載っているからである。 そういっ

た意味で、 最高のカード ・ マジックの現象だと私が思っているものを教えるだけでなく、 それを行

うために最善の手段を構築する私の考え方も教えることができると確信している。

さて、 ここに美味しそうな “カードの” ごちそうのメニューがある。 始まりには、 よくある問題を

エレガントに解決する策略をいくつか——これらは、 あなたの興味をそそるようなもの、 フランス料

理で言うところのアミューズ ・ ブーシュ （amuse bouch ： 突き出し、 お通し） だ。 それに続くのは

種類も量もたくさんの、 カード ・ マジックの中でも最高の逸品揃いが 8 コース。 そして最後には楽

しいフリアンディーズ （friandises ： お菓子） が饗される。 その甘く美味しい魅惑の力で、 どんな

美食家の食事も、 ユーモラスで、 そしてじっくりと考えさせられるような時間のうちに締めくくられる

ことだろう。 理想的には、 あなたは最後に完璧な満足感を得て、 手品における最も知的な形であ

り、 ホフジンサーが言うところの “奇術の詩” ——すなわちカード ・ マジック——とともに過ごす一番

楽しい時間の使い方について、 深く考えを巡らすことができるようになるだろう。

これらの美味しくて魅力的な、愛情を持って作られた多くの品々——願わくは、この素敵な 10 コー



カード ・ カレッジ　第５巻13

スの食事が良きシェフによって振る舞われんことを。 ボナペティ （Bon appétit ： 召し上がれ）。

ロベルト ・ ジョビー

2003 年 3 月 25 日　ムッテンツにて





第 55章
その他の技法

“偉大な芸術家はささいな部分で評価される。”

アルトゥーロ ・ デ ・ アスカニオ





カード ・ カレッジ　第５巻17

Versatile Jokers
ここでは、2 枚のジョーカーの一歩進んだ様々な使い方について議論していく。 このアイデアは、

1 枚もしくはそれ以上のデュプリケートやギミックカードのような特別なカードを付け加えたり取り除

いたりする手助けを行う “世話役” として、 デックのジョーカーを使用するというものである。 更に

は、 ジョーカーそれ自体がギミックであってもよい。

この概念は大変用途が広いものなので、 まずは基本的なアイデアを説明し、 それからいくつか

の応用について細かく説明しよう。 更なる様々な使い道へと発展させることができるこれらのアイ

デアを皮切りに、 最後にはジョーカーを使った素晴らしい現象を解説する。

特別なカードの追加、抜き取り
ここでいう特別なカードとは、 デュプリケート・カードや、 ダブルバック・ダブルフェイス・スプリッ

トフェイスといったギャフカードのことである。 2 枚のダイヤの 2 をデュプリケートとして、 とある奇跡

のためにひそかにデックのトップに付け加えてあったとしよう。 今、 ジョーカーを何かの口実によっ

て取り除き、 カードケースに入れようとしている。 しかしこのとき、 ジョーカーを “トロイの木馬” の

ように使い、 トップにある 2 枚のデュプリケート ・ カードをこっそりとデックから取り去るのだ。 すぐ

に解るとおり、 これを行うには様々な方法がある。 しかし、 私は 2 種類の方法だけに限定して述

べることにする。 1 つは技術的に高度だが、 洗練されているもの。 もう 1 つは前者に比べると洗

練の度合いはやや劣るが、 同じことはできる。

次のような台詞を言いながら始める。 「次は、 ど

なたかに単に 1 枚のカードを思い浮かべていただ

くだけにします」 目的を説明し、 選択の幅を示す

ために、 手の上でカードを表向きにスプレッドする。

「ジョーカーは考えないで下さい。 これはカードに

は含みません。 抜いておきましょうか。 そうすれば

気にならないでしょうから」 カードをスプレッドして

いき、 ジョーカーが出てくるごとにそれらをアウトジョ

グしていく。



続きは書籍でお楽しみください

http://www.script-m.jp/note/cardcollege5.php
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